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研究の背景及び目的

本研究は、日本の行政機関や企業が行う謝罪報道において地域特性の差異と
メディア戦略の解明を目的とする。対象は中日本の地域紙とブロック紙と全
国紙地域面である。分析手法はテキストマイニングと機械学習による内容分
析、感情分析、ネットワーク分析である。そこから、地域メディアにおける
謝罪情報の伝達内容の中心を明らかにし、地域における新聞の世論形成、危
機時の謝罪広報戦略の地域特性を反映した理論的検討、行政広報・危機管理
研究分野に貢献を図る。

期待される効果・応用分野

地域差とメディア特性に基づく「謝罪コミュニケーション」の効果を実証的に可視化し、危機広
報研究に新たな知見を提供。
行政・企業による謝罪発信の戦略設計に関し、地域特性に応じた有効な手法を提示。
地方自治体・報道機関にとって、読者・市民の受容傾向に基づく報道スタイルや説明責任のあり
方の再検討に資する。
公共政策、ジャーナリズム、社会心理学、NLP応用など複数分野における横断的な応用が可能。
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